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平
成
2
9
年
1
2
月
2
日
（
土
）

「
狭
山
市
消
防
団
特
別
点
検
」
を
相

原
河
川
敷
公
園
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
快
晴
の
空
の
下
、
団
長

以
下
2
3
3
名
の
消
防
団
員
と
2
0
台

の
消
防
車
両
が
集
結
し
、
点
検
者
の

小
谷
野
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
の
方
々
や
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

点
検
で
は
、
通
常
点
検
と
呼
ば
れ

る
団
員
の
規
律
あ
る
職
務
遂
行
に
必

要
な
服
装
点
検
か
ら
始
ま
り
、
機
械

器
具
点
検
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
、
一

斉
放
水
、
そ
し
て
分
列
行
進
と
規
律
・

節
度
・
整
備
状
態
な
ど
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

点
検
に
合
わ
せ
て
消
防
団
員
並
び

に
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
た
退
団
者
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
に
は
、
点
検
者
の
小

谷
野
市
長
よ
り
「
良
好
」
　
の
講
評
訓

示
を
受
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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他用の父

平
成
3
0
年
1
月
6
日
（
土
）
、
上
奥
富
運
動
公
園
に
て
「
狭
山
市
消
防
出
初
式
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
と
は
、
年
頭
に
当
た
り
本
市
の
無
火
災
を
祈
念
し
て
消
防
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
見
学
者
が
見
守
る
中
、
徒
歩
分
列
行
進
や
車
両
分

列
行
進
、
消
防
職
員
・
団
員
に
よ
る
救
出
救
助
搬
送
訓
練
や
一
斉
放
水
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
会
場
内
で
同
時
に
開
催
さ
れ
た
消
防
フ
ェ
ア
で
は
、
消
防
団
ブ
ー
ス
を
設
置
し

て
消
防
車
両
の
展
示
や
記
念
撮
影
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
会
場
内
の
み
な
さ
ん
に
コ
ー
ン
ス
ー

プ
や
豚
汁
を
ふ
る
ま
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
2
9
年
1
0
月
1
5
日
（
日
）
、
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
狭
山
工
場
に
て
「
第

1
3
回
狭
山
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
操
法
と

は
、
主
に
消
防
団
員
が
安
全
か
つ
迅
速
な
消
火
活
動
を
目
指
し
た
基
本
操
作

で
あ
り
、
実
際
の
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
の
基
本
と
な
る
訓
練
に
な
り
ま

す。
今
回
の
大
会
は
、
平
成
3
0
年
度
に
行
わ
れ
る
狭
山
入
間
支
部
大
会
、
県
大

会
、
更
に
は
全
国
大
会
ま
で
繋
が
る
大
会
と
も
あ
っ
て
、
例
年
以
上
に
厳
し

い
訓
練
を
積
み
重
ね
、
選
手
達
は
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
名
分
団
員
達
は
、

出
場
隊
へ
熱
い
声
援
を
送
り
お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
合
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

次
の
通
り
で
す
。
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噌用の欠

平
成
2
9
年
日
月
4
日
（
土
）
、
イ
オ
ン
入
間
店
に
て
、
女
性
消
防
団
員
の
日
の
P
R
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
女
性
消
防
団
員
を
地
域
の
方
々
に
よ
り
知
っ
て
頂
く

た
め
に
、
狭
山
市
消
防
団
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
市
町
村
消
防
団
の
女
性
消
防
団
員
が
、

活
動
発
表
と
し
て
人
形
劇
や
紙
芝
居
、
そ
し
て
消
防
車
両
や
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
、
子

供
向
け
の
防
火
衣
着
用
体
験
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
各
市
町
村
の
制
服
や
活
動

服
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
の
記
念
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
火
衣
を
着
た
子
ど
も
達
の
中
に
は
、
緊
張
し
た
顔
の
子
や
、
得
意
そ
う
な
顔
を
し
た
子
、

自
ら
消
防
車
両
に
乗
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る
子
な
ど
と
表
情
も
様
々
で
、
ブ
ー
ス
は
沢

山
の
子
ど
も
達
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
各
市
町
村
の
女
性
消
防
団
員
が
制
服
や
活
動
服
で
登
場

し
、
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
と
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
女
性
消
防
団
員
の
存
在
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
頂

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を
守
る

と
共
に
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
3
月
1
日
か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
期
間
」
と
定
め
実
施
さ
れ
て
お
り
、
防
火
意
識
の
普
及
啓
発
を
推
進

す
る
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や
全
国
統
一
防
火
標
語
の
募
集
な
ど
を
し
て
、

火
災
へ
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
目
が
続
き
、
火
の
取
り
扱
い
も
多
い
時
季
で
す
。
火
の
元

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

『
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に
』

廉
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に

習
慣
に
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【定休日】木曜日

【住　所】狭山市東三ツ木208－7

【電　話】04－2954－2888

【営業時間】9：00～19：00

【定休日】木曜日
お彼岸・お盆時は営業

【住　所】狭山市笹井3－1－6

【電　話】04－2954－6762

【営業時間】9：30～19：00

・一一　　一　・　　　　　　　　、－　－　－　　、

建設中の第6分団第1部車庫

久中漆村後市相乗相
和林野田藤坪谷原谷

一裕充裕晋大莫大紀

平　　　一作幸利輔仁

咽用の欠

日
頃
、
私
た
ち
消
防
団
の
活
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
「
消
防
団
応
援

シ
ョ
ッ
プ
」
を
紹
介
し
ま
す
。
「
消
防
団
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
地
域
の
よ
り

一
層
の
活
性
化
を
目
的
に
市
内
の
店
舗
な
ど
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

ま
す
。（

有
）
オ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
　
半
田

眼
鏡
、
時
計
、
補
聴
器
の
販
売
や

修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
店
内
に
は
、
数
多
く
の

眼
鏡
や
時
計
が
ご
用
意
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
一
度
、
お
店
の
方
に
足
を
運

ん
で
み
て
下
さ
い
。

第
6
分
団
は
、
相
原
地
区
を
2
部
体
制
で
管
轄
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
防
衛
省
の
特
定
防
衛
施
設
周

辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
第
1
部
の
車
庫

の
改
築
工
事
が
行
わ
れ
新
し
い
車
庫
が
完
成
し
ま
し

た。

田
口
分
団
長
以
下
2
2
名
と
、
他
の
分
団
に
比
べ
少

人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
機
一
転
、
初
心
に
戻
り

地
域
の
防
火
・
防
災
の
た
め
、
日
々
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
若
い
世
代
の
成
長
が
著
し
く
、
消

防
操
法
大
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
出
場
す
る
な
ど
、

分
団
の
未
来
も
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
新
入
団
員
の
確
保
に
も
努
め
、
柏
原
地
区
が
更
に

発
展
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
で
住
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
警
戒
や
訓
練
な
ど
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

4
月
8
日

入
団
式
・
辞
令
交
付
式

6
月
3
日

水
防
工
法
訓
練

6
月
1
7
日

狭
山
入
間
支
部
消
防
操
法

大
会

8
月
4
・
5
日

入
間
川
七
夕
ま
つ
り
警
戒

8
月
2
5
日

狭
山
市
防
災
訓
練

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
狭
山
市
役
所
市

民
部
危
機
管
理
課
ま
で
。
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澄
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代
々
受
け
継
が
れ
た
、
お
客
様
に

対
し
て
行
わ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
・
技
術

誉
摘
路
用
川
渡
ほ
ほ
．
㍍
嗜
町
野

え
た
商
品
の
仕
入
れ
や
販
売
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
今
の
時
代
に
合
っ
た

商
品
の
提
案
を
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す。

広
報
垂
員

統
括

委
員
長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団


